教材分析シート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日（　　　）　　　校時分析シートの使い方(中学校版)

年　　　組　男子　　　名、女子　　　名、計　　　名
	主題名
	本時のねらいとすることを、短い言葉でまとめる。
（年間計画や教科書にも載っているが、授業者のねらいによって変えてもいい。）


	内容項目
	

	教材名
	
	授業者
	



（判断力・心情・実践意欲・態度）
本時のねらい
ねらいとする道徳的価値について
価値観
生徒の行動や様子
良さ　　　　　　　　課題


考えさせたい・学ばせたいこと
（生徒の無自覚・不足していること）
生徒観
どのように扱うか？
どの場面で考えさせるか？
教材観

１．指導観

ねらいとする道徳的価値について授業者がどのように捉えているか。
『解説道徳編』の「内容項目の概要」「指導の要点」を参照する（ｐ26～ｐ69）。
小学校の内容もふまえ、どのようなことを考えるのが、よりよく生きることにつながるのか、まとめる。

道徳的価値に関する生徒の良さや課題をまとめる。

教材の特質、具体的な活用方法をまとめる。
（価値観、生徒観をふまえて、教材をどのように活用していくか。）




上記の実態をふまえて、本時で生徒にどのようなことを考えさせたいのか、まとめる。




本時では、道徳性のどの様相を育てるのか、〇で囲む。
（ねらいの文末表現）

指導観（価値観、生徒観、教材観）を基に、本時で最も生徒に考えさせたいことをねらいとする。



２．教材分析（道徳的価値の理解を視点に）

多様な感じ方、考え方があることを
理解する

道徳的価値は大切であるが、
実現は難しいことを理解する

ねらいとする道徳的価値が大切だと
理解する
人間理解
他者理解
価値理解


本時の最も深く考えさせたい部分では、どのような感じ方、考え方の違いがあるのか。
どのような弱さについて考えさせたいか。
（扱う教材で）人間の弱さなどがどのように表れているか。
（扱う教材では）道徳的価値の大切さについて、どのようなことを考えさせるか。何を考えさせるか。














上記で考えた道徳的価値の理解が、教材では具体的にどの場面なのか、どのように教材を扱うのか、まとめる。
（どの部分か、どこで考えさせるか、活用方法など）
教材ではどの部分⁉





本時のねらいと照らし合わせ、重視するものはどれなのか検討する。
⇒本時の中心的な学習の支えになる部分で、中心発問を生み出す。



３．授業展開※話し合いや体験的な学習を取り入れる等、学習での活動を書き加えるのも、より有効的な使い方だと思います。

ねらいとする道徳的価値を深めるための動機付けをする。
（生活経験の発表・話し合い、資料の内容に関すること、写真・アンケートなどの提示　等）
導入
発問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発問の意図





発問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発問の意図(価値理解・人間理解・他者理解）



展開

基本発問は、中心発問が活きるように、前後の発問を吟味する。
※発問の数に決まりはない。本時のねらいにせまるために必要な発問をする。

②


生徒に何を考えさせるための発問なのか、意図をはっきりさせる。（この発問は、価値理解、人間理解、他者理解の何を意図しているのか、〇で囲む。）

※基本発問でも同様。



中心発問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発問の意図(価値理解・人間理解・他者理解)

1 
まずは中心発問から！
本時のねらいにせまることのできる発問にする。



発問（自己の生き方について考える・自分の生活を振り返る）　　　 発問の意図（自己理解）

②
ねらいとする道徳的価値について、自分の生活や生き方を考えられるような発問にする。


終末
説話など




ねらいとする道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、温めたりする。（説話、名言、板書で学習の振り返り　等）


４．評価[bookmark: _GoBack]生徒の学習状況を見取る視点を記述する。

